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　ようやく小国にも春が来た感じがする。
雪が解けて無くなっていくこの季節は、何
事も前向きに物事を考えられる。「よっしゃ
～今年も頑張るか！」ようやくこんな感じ
のテンションになって来た。今年は何をし
て遊ぼうか？ 昨年オープンしたオフロー
ドコースを使って楽しいイベントをやりた
い。毎年恒例の k-proミーティングもそう
だけど、熱くなれる競技をやりたいね〜！
　自分の場合は耐久レースをメインに参
戦しているが、トライアルもスピードトラ
イアルも嫌いなワケではない。可能であ
れば全ての競技に参戦したいのだが、仕
事があるしそうはいかない。だから出場
できる競技は限られ、またそれがシリー
ズ戦ともなればなおの事それに集中して
しまうのだ。そこで考えた。トライアル
競技とスピードトライアル競技、両方を
楽しめる競技なんてどうだろうか？
　4 ～ 5 個のセクションを設けて、半分
をスピード競技、もう半分をトライアル
競技とするのだ。もしくは 1セクション
だけスピード競技、残りをトライアル競
技にするのもあり。その場合はスピード
競技のポイントを大きくし、トライアルだ
け上手くても勝てない、スピード競技だ
け上手くても勝てないルールにするのは
どうだろうか？
　表彰はトライアルとスピードそれぞれに
加えて、総合でも行う。言うなればジム
ニーオフロード総合格闘技のナンバー１

を競い合うイベントだ。これを1年間の
シリーズ戦にして、シリーズ上位 3 名に
は賞金を贈呈する！
　やっぱ貰って嬉しいのは賞金だよね〜。
どうよこんな競技？ 「スピードなら負けね
～よ！」とか「トライアルなら負けねー」な
んて狭い世界じゃなく、総合的な技術を
競う競技があれば熱くなれるんじゃない？
　大会名は【M・C・J・カップ】とか、
いいんじゃない？ 何の略かって？ 正式
名称は Most Clever Jimnist で、『最上
級の利口で賢い、才気のあるジムニー乗
り』という意味が込められているのだ。
そんな事考え出したら超やりたくなった
〜。よっしゃ～やるか！ じゃいつやる？ 
今でしょ～ ! って感じで、スペシャルな
競技を開催することに決定 !! 詳しくは
k-products オフィシャルサイトを閲覧頂
きたい。http://www.k-products.jp/　
　 さて、昨年オープンして、予 想 以
上の来場者を数えたオフロードコース
AREA-D だが、そろそろ走れるようにな

　前号に続き車検ネタを紹介。今年か
ら k-proで JB23 の新車コンプリートジ
ムニーを販売することとなった。新車コ
ンプリートは各ショップ様が販売されてい
るが、k-proでは初の試みなので、慎重
に作らねばならない。新車コンプリートジ
ムニーを販売するにあたり、やはり気に
なるのは車検の問題だ。何インチ UP ま
でなら車検を通るのか？ って事じゃなく、
タイヤの関係もあるので、車高が何セン
チまでなら車検に通るのかをはっきりさ
せないと販売は出来ない。しかも 9 型か
らボンネット形状が変わり、8 型までの
車両よりも数㎝高くなったので、保安基
準第 44 条第 5 項「直前直左確認鏡の
技術基準」がまたもや車検時の大きな
ネックになっているのだ。
　山形県軽自動車検査協会に電話で状
況を説明して、実際の車両を見てもらえ
ないかお願いしたが、答えは NO…。『事
前に車両を見て車検に通るとか通らない
とかは言えません』と断られたのだ。数
年前までは事前に車両を見て意見を貰っ

ていたのだが、なんでだろ？ 今はできな
いと言われたのだ。
　自社で検査基準に従い大丈夫だと判
断しても、それは保証できるものではな
く、最後は検査協会の判断が全てとなる。
しかも、実際にいつも車検を通している
ショップさんなんかは承知でしょうが、1
度でも検査員が NOと言ったら、それを
覆すにはかなりの時間と体力が必要とな
るのだ。こちらとしても自社で検査確認
しているワケだから、NOと言われても簡
単に「はい、そうですか」とか言えない
時がある。だから今まで何度も検査官と
ぶつかったりもしたが、とにかく時間が
かかるのは間違いない。
　それに今回の場合はパーツではなくて
車両、しかも実際に車検切れが来るの
は 3 年後だから、きっちりさせないと怖
くて販売できない…。そこで今回は一番
手取り早い方法で事実確認をする事にし
た。一旦車検を切って再度取り直す方法
である。新車だから 3 年車検が付いて
いるのだが、それを切って取り直しすると
車検が 2 年になってしまう…。もったい
ない話だが、通るか通らないかを実証す
るにはその方法しかない。

白い森小国から
会社の敷地内にできた雪山はまだ3m以上の高さがあるし、周りの
景色も白いまま。しかし日に日に溶けているのが分かる。ジムニーで
遊ぶのはもうしばらくの我慢だが、気持ちは抑えられない。「今年は
何をやろうか？」とスタッフや仲間達と熱く語る毎日が続いている。

新たな競技を開催！
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白い森小国から

るだろう。遠くからご利用に来られる方
も多く、そこでよく尋ねられるのが宿泊
先である。小国町は読んで字のごとく本
当に小さい町なので、ホテルらしいホテ
ルは数が少ない…。でもバンガローとか、
オートキャンプ場などもあるので、是非
k-pro まで直接お問い合わせ下さい！ 裏
事情（？）も含めてお教えしますよ〜。
　 それで 夜の お 酒 は是 非とも『Bar 
SaHanBi』で、スペシャルなカクテルを
楽しんで頂きたい。DB レーシングの小
野さんもお気に入りのお店で、小国に来
た時は必ずここでスペシャルなカクテル
をちびちび…イヤ、ぐびぐび！ イヤ！ が
ぶがぶやってるのだ （笑）。そして、何
故かアルコールの苦手な俺も、ここ Bar 
SaHanBi の落ち着いた雰囲気に癒され
て、ちょくちょく利用している。また、こ
こにはジムニーに関係するネーミングの
カクテルもあるので、是非そんなスペシャ
ルなカクテルを飲みながらジムニー談議
でも楽しんで頂きたい。

115.1cm

　車検を取り、その結果を紹介してもら
うべく、スーパースージー編集部に同行
してもらい【山形県軽自動車検査協会】
に行ってきた。本来であれば撮影は禁止
だが、今回は特別に許可をもらい取材さ
せて頂いた。
　やはり思っていたとおり、ボンネットの
エアダクトが邪魔をしている。8 型までと
は構造が違うので、邪魔だからと言って
取り外して低くすることは不可能。タイ
ヤ外径も関係するので、何インチまでと
かではなく、地面からボンネットのエアダ
クトまでの高さで言うと115㎝がギリギ
リ「直前直左確認鏡の技術基準」に引っ
かからない高さだった。ちなみにサスペ
ンションは k-pro オリジナルの 2 インチ
UP キット、タイヤはヨコハマジオランダー
185 ／ 85R16 だ。
　注意したいのは、この高さであれば全
国どこの検査協会でも車検に通るという
わけではないこと。不安な人は近くのジ
ムニープロショップ（認証工場）に相談
して頂きたい。なお今回の【山形県軽自
動車検査協会】に持ち込んだ様子は 78
～79 ページに載っているのでご覧いた
だきたい。

ビートルズを聴きながらゆっくりと流れる時間
を贅沢に過ごせる店『Bar SaHanBi』。酔う
ためではなく味わうために飲む、そんなスペ
シャルなカクテルを提供している。
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車検をクリアしたリフトアップ仕様のボンネットダクトの一番高い場所は地面か
ら115.1㎝だった。多分この高さが限界だと思う。これより少しでも高いと車検
に通らない。これ以上車高を上げるには…我々の今後の課題だ！


